
なす栽培方法なす栽培方法 植えつけ４月下旬～５月上旬
秋ナス　６月

畑の準備2苗選び1

植えつけ3

追　肥5

収　穫6

摘心・支柱立て4

更新剪定7
主枝と、一番花すぐ上とすぐ下のわき芽を伸ばして
３本仕立てにする。わき芽かきをしたころに支柱を立て、
誘引する。葉が茂りすぎたときは古い葉から摘み取って、
全体的に日当たりをよくする

１番果の収穫時から始め、１回に化成肥料
２０～３０g／m2を施す。２～３週間おき
に畝の肩に追肥する。畝が乾燥すると生育
や果実の生長が悪くなるので、たっぷりと
水やりし、敷わらを敷く

早めに収穫して株
の負担を軽くする

真夏に枝と根の一部を切り返すと、新しい枝が出て、
秋ナスが収穫できる。根を切った後は、５００倍の
液肥を与えて、敷きわらをする。

大きなツボミが
着いている

葉柄が短い

節間が短い

葉色が濃い

子葉が付いている
根張がよい

茎が太い

根が深く張るので深く耕す
１００cm

２番花（花は２葉
おきに節間に着く）

葉が１枚でも着
いていればどこ
で切ってもよい

短い枝は残
しておく 再生後の管理は

通常の栽培と同じ

秋ナス

新枝

スコップを
差し込んで
根を切る

１番花すぐ
下のわき芽

主枝

１番花の上のわき芽

この間のわき芽に
早めにかき取る
葉は１番果収穫ま
で着けておく

１番花（８～９節め
の節間に着く）

４５ｃｍ

荒起こし
　苦土石灰・有機石灰１５０g/㎡
　堆肥３kg/㎡
元肥
　化成肥料１５０～１８０g/㎡
　（N・P・K=8・8・8）

ポリポットから根鉢を
崩さないように抜きとる

種まきから本葉７枚にするのに80日
くらいかかるので、購入するのが得
策。接ぎ木苗が手に入ればベスト

ご相談・ご要望は 電話 079-277-5665


